
日本基準の自社工場１社・提携企業２社を中国展開
株式会社 サイトウティーエム

　株式会社サイトウティーエムは、
自動車部品および精密電子部品の
プレス加工を主としている。海外展
開のきっかけは、日本のプレス・板
金・金型事業を行う中小企業の将
来性への危機感からだった。同社の
齊藤孝則社長は、悩んでいるよりも
行動すべきと考え、海外での事業展
開を決めた。04年、06年にそれぞれ
現地企業と提携し、役員も務める。
09年に中国深圳地区に自社工場を
設立。日本と同等の設備の下、品質
管理を日本基準で厳しく行うこと
で、高精度で低コストな製品の提供
を可能にしている。提携企業２社は

ともに創業当初は従業員20名程度
だったが、現在はグループで500名
を超えた。
　中国は、市場や技術力など、あら
ゆる面で予想以上にハイレベルだ。
リーマンショック後も、立ち直りは日
本より中国の提携企業のほうが早
かった。日本と異なり、海外ではユニ
ークで高度な技術があれば大手企
業からの直接受注も可能だ。精度も
生産性も高いプレスメーカーとして
の強みを再構築し、新しい市場の創
造にチャレンジしていく。
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株式会社サイトウティーエム 精密電子部品のプレス加工を主としており、生産品の約80％が自動車関連部品。
ハイブリットＡＣサーボプレスをはじめとするプレス加工ラインで、二次加工に至るま
で量産体制は万全。中国深圳地区に自社工場と提携企業２社がある。

本社所在地：〒370-0883　群馬県高崎市剣崎町1140-18
 TEL：027-343-0421／FAX：027-343-0613　E-mail：info@saito-tm.co.jp

新たなアジア市場へ
株式会社 山本金属製作所

　創業47年の株式会社山本金属
製作所は、微細・薄肉・複雑輪郭形
状加工を伴う精密加工技術、材料
分析、評価技術をコア技術とし、計
測機器や評価手法の開発を自社で
行っている。
　長年、切削加工を軸に加工に関
する研究開発を行ってきたが、06年
から研究開発のさらなる深化のた
め、材料そのものについての研究に
も取り組み始めた。その一環として、
高性能と経済性、優れた操作性を
そなえた「金属疲労強度試験機」を
開発した。
　日本国内では、長年の材料分野

の研究実績から、同種試験機の市
場ニーズが大幅に伸びる可能性は
少ないと考えられる。そこで、山本金
属製作所はこれから金属材料の研
究が進むアジア圏に注目し、営業活
動を展開している。中国・韓国での
販売実績をもとに、今後はインター
ネット等も活用しアジア圏を中心に
販売数を伸ばす計画だ。又、素材評
価計測技術の多様なニーズに応え
る目的で、11年末に国内研究開発
拠点として岡山研究開発センターも
完成させた。今後ますますオリジナ
ル試験機及び計測機器の開発を加
速させていく。
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株式会社 山本金属製作所 2007年経済産業省｢元気なモノ作り中小企業300社｣に選出。切削加工をコア技術とし、
現在は金属を削る、穴をあける、磨くといった精密加工技術の高度化、素材の計測・評価
技術の高度化に注力。今後は金属材料の研究が進むアジア圏の市場を開拓していく。

本社所在地：〒547-0034　大阪市平野区背戸口2丁目4番7号
 TEL：06-6704-1800／FAX：06-6704-6582　E-mail：info@yama-kin.co.jp

国内にありながら国際競争に勝利する
株式会社 昭洋精機

　株式会社昭洋精機はマシニング
センタによるアルミ部品加工の高効
率生産を一貫して追求してきた。国
内のみの生産にこだわり、高速・高
能率な設備に更新し、海外コストを
標的とした生産体制を構築してい
る。
　過去には大手メーカーからの打
診を受け、中国工場の設立を検討し
たこともあった。中国実習生の受け
入れ経験も後押しし、中国進出への
意欲は高まった。しかし、中国での
受注予測が不安定となり断念。国
内市場で戦う覚悟を決めた。
　その後、徹底して少人数化を進

め、機械の稼働率を上げるため工場
のシステム化を図った。各種マシニ
ングセンタの24時間稼働を行い、１
人が数台のマシニングセンタを稼働
させ、外段取りを多用するなどのほ
か、さまざまな効率化を実践してい
る。属人的な部分を極端になくすこ
とで、人為的ミスの排除と効率向上
を目指し、中国に勝つコストと精密
さを実現している。今後はさらなる
低コスト・高品質を図り、近年増加し
ている中国の転注案件や合いみつ
に力を入れるとともに、医療分野な
ど国内に残る市場の新規開拓を進
めている。
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株式会社 昭洋精機 中小物のアルミ精密部品、単発の中量産・リピート案件に特化し、IT活用により高効
率な生産システムを構築。2012年、IT経営実践認定企業に選出される。各種設備の
24時間稼働を行うなど効率化をはかり、あえて国内生産のみで国際競争に臨む。

本社所在地：〒198-0023　東京都青梅市今井3-5-23
 TEL：0428-31-9861／FAX：0428-30-0582　E-mail：info@shoyoseiki.co.jp

完全自動化で実現する国内生産
日進工具 株式会社

　日進工具株式会社は、超硬エン
ドミルの専門メーカーである。自社
製の機械を導入し、自社製の無人ラ
インをつくり、24時間完全自動生産
を実現している。そのため、海外拠
点は必要としておらず、製品開発か
ら製造まですべてを日本国内で行っ
ている。
　しかし、海外市場に対しては意欲
的だ。25年以上前から海外への輸
出を行い、輸出成長率は毎年10％。
また、国内・アジア・ＥＵをはじめ世
界中の展示会に積極的に出展して
いる。
　海外営業に関しても、中国、台湾、

タイ等のアジア地区を中心に営業
人員を増強し、現地でのＰＲ活動の
頻度を上げている。その成果もあり、
目標である海外売上10億円（年度
ベース）を突破し、海外売上高比率
は20.7％となった。今後ともアジア
を中心に、以前より取引のある欧州
も含め、海外での販売活動を強化し
ていく。
　今後は海外の医療機器メーカー
が増えるのではないかと予測し、見
えている市場を狙い、海外売上比率
を着実に高めていく方向だ。
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日進工具 株式会社 金型の製作や自動車部品・電子部品の加工に使用される切削工具の中の一分野である、超硬ソリッドエ
ンドミルの製造・販売を行う専門メーカー。特に精密・微細加工など小径分野を得意とし、超硬小径エンドミ
ルでは国内トップシェアを誇る。オリジナルの工具研磨機を導入し、24時間完全自動生産を行っている。

本社所在地：〒140-0013　東京都品川区南大井一丁目13番地5号　新南大井ビル5階
 TEL：03-3763-5621／FAX：03-3763-2280

外段取りを多用しているため、ほぼ人がいない

日進工具 工場（仙台）

2012年からの展開 海外進出企業

急成長国・中国を選択

特集

躍進的な成長を遂げる中国に

日本から、海外へと挑む 日本国内で、海外競争と戦う
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